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は
じ
め
に

　
近
世
は
、
書
物
が
大
量
に
制
作
・
出
版
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
一
つ

の
社
会
の
共
通
理
念
を
形
成
す
る
に
至
る
文
化
上
の
画
期
で
あ
る
。

書
物
・
出
版
が
媒
介
す
る
知
は
い
か
な
る
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
た

の
か
、
こ
の
よ
う
な
〈
書
物
・
出
版
〉
と
「
社
会
」
と
の
相
互
関
係

の
諸
相
を
追
求
す
る
と
い
う
研
究
潮
流
が
あ
る
（
１
）。

か
か
る
近
年
の
動

向
を
受
け
、
女
性
向
け
書
物
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
分
析
に
留
ま

ら
な
い
執
筆
・
出
版
意
識
に
着
目
す
る
研
究
（
２
）
や
商
品
と
し
て
書
物
を

捉
え
考
察
す
る
こ
と
の
必
要
性
の
提
唱
（
３
）

な
ど
が
現
れ
、
分
析
視
角
を

多
様
化
し
つ
つ
、
女
性
向
け
書
物
研
究
の
今
日
的
水
準
は
深
化
を
遂

げ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
分
析
対
象
と
さ
れ
て
い
る
書
物
に
は
偏
り

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
上
で
は
近
世
の
女
性
向
け
書
物
と
言

え
ば
、
そ
の
代
表
的
作
品
と
し
て
「
女
大
学
」
の
名
が
ま
ず
挙
げ
ら

れ
る
。
多
く
は
こ
の
「
女
大
学
」
を
中
心
に
、
近
世
的
女
性
像
・
女

性
向
け
教
訓
の
世
界
が
描
か
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ

れ
は
貝
原
益
軒
の
名
を
借
用
し
、
益
軒
著
作
で
あ
る
『
和
俗
童
子

訓
』
の
一
部
で
あ
る
「
教
女
子
法
」
を
、
大
坂
・
柏
原
屋
清
右
衛
門

が
改
変
し
、
出
版
（
４
）
し
た
『
女
大
学
宝
箱
』
を
初
発
と
す
る
一
群
の
書

物
を
指
す
。『
女
大
学
宝
箱
』
の
本
文
部
分
の
み
を
以
っ
て
「
女
大

学
」
総
体
を
語
り
、
近
世
的
女
性
像
を
論
じ
る
と
い
う
営
為
が
、『
新

　「
女
今
川
」
成
立
考 

― 

女
子
用
往
来
の
写
本
と
刊
本 

―

　
　
　
　

安
　
田
　
千
恵
美

キ
ー
ワ
ー
ド

　
女
子
用
往
来
　
写
本
　
女
筆
　「
女
今
川
」　
　



－  124  －－  125  －

「
女
今
川
」
成
立
考 

― 

女
子
用
往
来
の
写
本
と
刊
本 

―
（
安
田
）

女
大
学
』
を
著
し
た
福
沢
諭
吉
以
来
、
い
わ
ゆ
る
「
女
訓
書
」
研
究

の
主
流
で
あ
っ
た
と
見
て
そ
う
間
違
い
で
は
あ
る
ま
い
（
５
）

。
無
論
、「
女

大
学
」
の
位
置
付
け
の
如
何
は
今
後
も
問
わ
れ
て
然
る
べ
き
論
点
で

あ
る
が
、
近
世
に
夥
し
く
出
版
さ
れ
た
女
性
向
け
書
物
を
語
る
際

に
、
他
の
女
性
向
け
書
物
と
の
比
較
の
視
点
が
あ
っ
て
も
よ
い
筈
で

あ
る
。「
女
大
学
」
以
外
の
書
物
の
検
討
は
、こ
れ
ま
で
の
「
女
大
学
」

研
究
の
蓄
積
を
相
対
化
す
る
試
み
で
も
あ
り
、
近
世
女
性
像
及
び
女

性
を
取
り
巻
く
社
会
像
の
再
検
討
を
促
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
近
年
、
女
性
向
け
書
物
の
総
体
が
窺
え
る
資
料
集
や
目
録
の
刊
行
（
６
）

が
続
き
、
研
究
環
境
は
飛
躍
的
に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中
で

も
と
り
わ
け
「
女
今
川
」
は
出
板
数
が
多
く
、
総
体
的
な
分
析
が
可

能
な
史
料
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
「
女
今
川
」
に
つ
い
て
は
、
解

題
や
論
文
内
に
一
部
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
み
で
、
散
発
的
に
述
べ
ら

れ
る
に
留
ま
る
。
先
行
研
究
で
も
、
一
史
料
群
と
し
て
の
近
世
史
的

な
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
体
系
的
研
究
が
欠
如
し
、
こ
の
点

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
従
来
、
近
世
に
お
い
て
「
最
も
愛
好
さ
れ
た
女
訓
書
（
７
）
」
と

の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
未
だ
謎

の
部
分
の
多
い
「
女
今
川
」
に
着
目
し
、
本
稿
で
は
そ
の
本
文
の
成

立
過
程
と
展
開
過
程
を
概
観
し
、
作
者
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、

そ
の
執
筆
意
識
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
研
究
史
の
「
女
今
川
」

　「
女
今
川
」
と
は
如
何
な
る
書
物
で
あ
っ
た
の
か
。「
女
今
川
」
は
、

近
世
に
お
い
て
最
も
版
を
重
ね
、
確
認
さ
れ
て
い
る
限
り
一
七
四
種

以
上
に
上
り
、
再
板
を
含
め
る
と
二
九
五
種
も
刊
行
（
８
）

さ
れ
て
い
る
近

世
に
お
け
る
女
性
向
け
書
物
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
往
来
物
で
あ

っ
た
。
参
考
ま
で
に
「
女
大
学
」
の
場
合
は
、
一
〇
一
種
、
再
板
含

め
二
一
三
種
（
９
）

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
含

ま
れ
る
た
め
、
近
世
に
刊
行
さ
れ
た
「
女
大
学
」
は
こ
れ
よ
り
や
や

少
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
女
子
用
往
来
の
中
で
も
突
出
し
た
二
大

勢
力
と
言
え
る
両
書
は
、
女
子
用
往
来
の
中
で
も
特
に
「
教
訓
型
」

と
分
類
さ
れ
る（
（1
（

。

　
従
来
の
研
究
史
で
は
、「
女
今
川
」
の
内
容
面
に
つ
い
て
は
、「
形

式
的
で
教
訓
内
容
に
変
化
が
乏
し
く
、「
女
大
学
」
の
隆
盛
以
降
存

在
感
が
希
薄
に
な
る（
（1
（

」
と
い
う
よ
う
な
評
価
が
石
川
松
太
郎
氏
に
よ

り
下
さ
れ
て
以
降
、
三
〇
年
以
上
も
進
展
を
み
せ
て
い
な
い
。

　「
女
今
川
」
の
形
式
は
、
多
く
が
大
本
な
い
し
は
半
紙
本
で
あ
り
、

二
〇
丁
程
度
の
薄
手
の
書
物
で
あ
る
。「
女
今
川
」
の
撰
作
者
も
撰

作
年
代
も
不
明
で
あ
る
。
体
裁
は
、同
じ
く
普
及
し
た
男
子
用
の「
今

川
状
」
と
同
じ
く
禁
止
条
項
の
列
挙
、
家
訓
な
い
し
は
壁
書
の
形
態

を
採
る
が
、
こ
れ
は
「
女
今
川
」
が
「
今
川
状
」
の
派
生
作
品
で
あ

る
た
め
、
基
本
的
に
「
今
川
状
」
の
基
本
ラ
イ
ン
を
崩
さ
ぬ
形
で
女
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子
用
に
書
き
換
え
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
女
子

用
に
仮
名
交
じ
り
の
和
漢
混
交
文
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
条
は
一
五

字
か
ら
二
五
字
程
度
の
短
い
文
章
か
ら
成
る
全
二
三
条
の
条
目
と
婦

道
の
綱
領
を
示
し
た
後
文
で
構
成
さ
れ
た
も
の
が
基
本
形
で
あ
る
。

さ
ら
に
刊
本
「
女
今
川
」
の
多
く
は
付
載
記
事
を
有
し
、
本
文
以
外

の
記
事
に
よ
り
各
書
肆
は
各
々
の
「
女
今
川
」
の
特
色
を
出
す
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。
例
え
ば
挿
絵
の
多
く
は
こ
の
付
載
記
事
部
分
に

含
ま
れ
る
し
、
細
々
と
し
た
情
報
を
こ
れ
ら
付
載
記
事
に
よ
っ
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
女
今
川
」
の
付
載
記
事

は
「
女
大
学
」
の
そ
れ
に
比
し
て
紙
面
が
少
な
く
、
必
要
最
小
限
に

留
ま
る
も
の
が
多
い
点
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　「
女
今
川
」
本
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
き
く

四
系
統
に
分
類
さ
れ
る（
（1
（

。
①
第
一
類
…
い
わ
ゆ
る
貞
享
板
系
。
そ
の

初
発
と
さ
れ
る
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
刊
行
の
『
女
今
川
』
の
本

文
を
中
心
と
し
た
も
の（
（1
（

。
内
題
が
「
今
川
に
な
ぞ
ら
へ
て
女
い
ま
し

め
の
條
々
」
の
も
の
。
②
第
二
類
…
い
わ
ゆ
る
元
禄
板
系
。
元
禄

一
三
（
一
七
〇
〇
）
年
刊
、『
絵
入
女
今
川
』
と
同
じ
本
文
系
統
の

も
の
。
内
題
が
「
自
を
戒
む
制
詞
の
条
々
」
で
あ
り
、
作
者
は
沢
田

き
ち
。
石
川
松
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、こ
の
元
禄
板
こ
そ
が
「
女
今
川
」

の
主
流
を
な
し
て
お
り
、後
世
、「
女
今
川
」
と
称
さ
れ
て
い
る
の
は
、

お
お
む
ね
こ
の
類
の
往
来
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な

い
、
と
し
て
い
る（
（1
（

。
③
第
三
類
…
貞
享
板
・
元
禄
板
の
双
方
か
ら
任

意
の
部
分
を
採
り
一
巻
と
し
た
も
の
。
厳
密
に
分
類
を
行
え
ば
、
こ

の
第
三
類
が
最
も
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
④
異
種
「
女
今
川
」
…

条
目
数
や
形
態
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
内
容
面
が
全
く
新
規
な
も

の
。
例
え
ば
『
女
用
躾
今
川（
（1
（

』
や
『
芸
妓
女
今
川（
（1
（

』
と
い
う
よ
う
な

諸
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
女
今
川
」の
派
生
作
品
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
「
女
今
川
」
本
文
の
違
い
に
つ
い
て
、
右
の
よ
う
に
言
わ

れ
て
は
い
る
も
の
の
、
石
川
氏
は
、「
教
育
理
念
で
は
な
ん
ら
変
容

す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た（
（1
（

」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な

る
が
、「
女
今
川
」
本
文
の
作
者
・
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
従

っ
て
本
稿
で
は
、
史
料
的
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
な
①
貞
享
板

系
、
及
び
②
元
禄
板
系
の
両
書
の
成
立
過
程
に
留
意
し
な
が
ら
、
本

文
内
容
・
表
現
の
分
析
を
試
み
る
。

二
、「
女
今
川
」
の
成
立
に
つ
い
て

　
女
子
用
往
来
の
研
究
は
刊
本
を
中
心
に
行
わ
れ
て
お
り
、
全
国
に

散
在
す
る
膨
大
な
写
本
の
状
況
把
握
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
が
、
今
回
の
新
た
な
写
本
史
料
の
紹
介
に
よ
り
、「
女

今
川
」の
成
立
に
つ
い
て
新
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
以
下
そ
の
紹
介
を
行
い
た
い
。
な
お
、
本
稿
末
尾
に
金
沢

市
立
玉
川
図
書
館
所
蔵
本
で
あ
る
写
本
『
女
今
川（
（1
（

』
の
翻
刻
を
掲
載

し
た
（
以
下
金
沢
図
本
と
略
す
）。
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　「
女
今
川
」
の
成
立
に
つ
い
て
、
従
来
刊
本
重
視
の
研
究
で
は
殆

ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
写
本
の
検
討
に
よ
り
、
明
ら
か
に
し
得
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
金
沢
図
本
写
本
『
女
今
川
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
女

今
川
」
の
初
発
と
さ
れ
る
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
よ
り
以
前
の
も

の
で
あ
る
。
結
論
を
予
め
述
べ
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
今
川
状
」
の

女
性
向
け
改
作
で
あ
る
「
女
今
川
」
は
写
本
の
形
で
巷
間
に
お
い
て

成
立
し
て
い
た
も
の
を
商
品
化
・
出
版
し
た
も
の
で
あ
り
、
初
め
か

ら
商
品
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
書
物
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
次
に
、
金
沢
図
本
「
女
今
川
」
の
史
料
情
報
を
概
観
す
る
。
形
態

は
、
写
本
の
折
本
一
冊
で
あ
り
、
折
本
の
「
女
今
川
」
は
比
較
的
珍

し
い
（
袋
綴
じ
装
が
一
般
的
）。
折
本
は
本
来
、
書
道
手
本
と
し
て

使
用
す
る
形
態
で
あ
る
。
金
沢
本
の
形
態
が
折
本
で
あ
る
こ
と
と
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
作
者
が
入
木
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
女
今
川
」

の
本
来
の
性
質
は
、
習
字
手
本
で
あ
り
、
女
性
向
け
の
手
本
と
し
て

使
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
成

立
年
は
、
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
と
あ
り
、
管
見
の
限
り
刊
本
が

出
版
さ
れ
る
以
前
の
も
の
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
写
本

の
製
作
者
は
、
尾
坂
下
松
平
家
家
臣
・
福
田
平
左
衛
門
と
い
う
人
物

で
、
彼
は
、
金
沢
片
町
在
、
奥
方
御
膳
所
御
横
目
、
百
石（
（1
（

の
武
士
で

あ
る
。
さ
ら
に
本
史
料
に
は
、
こ
の
「
女
今
川
」
の
本
文
制
作
者
と

思
し
き
人
物
の
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
菖
寿
亜
槐
三
十
世

入
木
道
相
承
源
成
章
な
る
人
物
で
あ
っ
た
。
源
成
章
が
如
何
な
る
人

物
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
が
ら
も
、
い
ず
れ
に
せ
よ
写
本
制

作
者
・「
女
今
川
」
作
者
共
に
男
性
で
あ
る
と
い
う
点
が
示
唆
的
で

あ
る
。
そ
れ
は
次
の
内
題
に
も
表
れ
て
い
る
。
内
題
は
、「
今
川
に

な
そ
ら
へ
て
女
い
ま
し
め
の
條
々
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
他
者
―
お
そ
ら
く
男
性
で
あ
ろ
う
「
女
今
川
」
の
筆
者
―
が
女

性
を
「
い
ま
し
め
」
る
と
い
う
伝
授
者
‐
享
受
者
構
造
が
端
的
に
表

さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
内
容
面
は
、
後
世
に
広
く
流
布
し
た
貞
享
板
系
の
本
文
と
ほ
ぼ
同

じ
型
の
も
の
で
あ
る
が
、
多
少
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め

貞
享
板
『
女
今
川（
（2
（

』
と
の
比
較
か
ら
金
沢
図
本
『
女
今
川
』
を
考
察

し
て
い
く
。

　
貞
享
板
『
女
今
川
』
と
は
前
述
の
通
り
、
刊
本
「
女
今
川
」
群
の

初
発
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
形
態
は
刊
本
、二
巻
二
冊
（
一
五
丁
・

一
三
丁
）、
大
本
で
あ
り
、
刊
行
年
は
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
と

金
沢
図
本
『
女
今
川
』
に
遅
れ
る
こ
と
二
年
で
あ
る
。
書
肆
は
福
森

平
左
衛
門（
（2
（

。
福
森
屋
が
当
時
上
方
で
著
名
な
女
筆
家
の
窪
田
つ
な
に

書
筆
を
依
頼
し
、
刊
行
し
た
。
窪
田
つ
な
と
は
、
大
津
在
、
窪
田
宗

保
孫
で
あ
り
、
窪
田
家
は
や
す
・
つ
な
・
つ
る
と
三
代
に
わ
た
り
書

家
を
輩
出
し
た
著
名
女
筆
家
の
家
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（
（2
（

。
製
作
背

景
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
な
が
ら
跋
文
に
「
此
女
今
川
、
都
に
は
よ
ろ

し
き
女
筆
あ
ま
た
お
は
し
ま
す
へ
け
れ
は
、
其
憚
お
ほ
か
れ
と
い
な
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み
が
た
き
。
仰
に
よ
り
写
し
参
ら
せ
侍
る
の
み（
（2
（

。」
と
あ
る
だ
け
だ

が
、
少
な
く
と
も
「
女
今
川
」
本
文
が
新
造
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

既
に
存
在
し
て
お
り
、
つ
な
は
そ
れ
を
元
に
「
写
し
」、
つ
ま
り
版

下
書
き
を
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
か
ら
写
本
と
し
て
上
方
を
中

心
に
「
女
今
川
」
が
広
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

が
、
ど
の
程
度
の
広
が
り
を
想
定
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

写
本
の
発
掘
・
蓄
積
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
福
森

平
左
衛
門
の
「
女
今
川
」
板
権
は
、
後
に
―
福
森
屋
の
活
動
期
間
か

ら
宝
永
期
（
一
七
〇
四
年
～
）
以
降
か
と
推
測
さ
れ
る（
（2
（

―
京
都
書
肆
・

菊
屋
七
郎
兵
衛
へ
移
っ
て
い
く（
（2
（

。

　
こ
れ
ら
写
刊
本
両
書
の
内
題
は
「
今
川
に
な
ぞ
ら
へ
て
女
い
ま
し

め
の
條
々
」で
共
通
で
あ
る
。
本
文
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
な
が
ら
も
、

若
干
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
、
貞
享
板
系
と
の
本
文
比
較
に

よ
り
、
貞
享
写
本
『
女
今
川
』
の
特
徴
を
見
て
い
く
。

　
ま
ず
、
貞
享
刊
本
は
平
易
さ
を
旨
と
し
た
読
み
方
の
確
定
を
行
っ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
金
沢
図
本
で
は
「
一
、
人
の
中
言
を
企
て

愁
を
以
身
を
た
の
し
む
事
」
と
い
う
条
目
を
、貞
享
刊
本
で
は
「
一
、

人
の
中
ご
と
を
企
て
人
の
愁
を
以
て
身
を
楽
事
」
と
い
う
よ
う
に
変

化
さ
せ
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
人
の
中
傷
を
し
、
そ
の
人
の
愁
い
を
自

ら
の
楽
し
み
と
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
内
容
に

違
い
は
な
い
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
教
訓
内
容
に
は
関
わ
り
の
な
い

差
異
に
は
、
如
何
な
る
意
味
が
存
在
す
る
の
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く

読
み
下
し
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
特
に
金
沢
図
本
の
よ
う
な
写
本
の
場

合
、
多
く
は
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ど
う
読
み
下
す
か
の
判
断

が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。
刊
本
の
多
く
の
「
女
今
川
」
で
は
、
ル
ビ

が
ふ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
読
み
下
し
の
困
難
さ
は
克
服

さ
れ
て
い
る
が
、
貞
享
刊
本
『
女
今
川
』
の
よ
う
な
初
期
刊
本
の
段

階
で
は
ル
ビ
は
あ
ま
り
な
い
傾
向
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
読
み
下
し

が
紛
ら
わ
し
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、「
中
言
」
を
「
中
ご
と
」
の
よ

う
に
記
す
等
と
い
っ
た
配
慮
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
が
平
易
さ
を
旨
と

し
た
読
み
方
の
確
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
僅
か
で
は
あ
る
が
、
教
訓
内
容
の
異
な
る
も
の
も
見
ら
れ
た
。
金

沢
図
本
で
は
「
一
、
人
の
悲
を
見
る
を
以
我
知
有
と
お
も
ふ
事
」
と

あ
る
条
目
が
、
貞
享
刊
本
で
は
「
一
、
人
の
非
を
見
る
を
以
て
我
知

有
と
思
ふ
事（
（2
（

」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
悲
」
が
「
非
」
と
書

き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
教
訓
内
容
の
、
己
に
知
あ
り
と
慢
心
す
る
前

提
が
、
他
者
の
「
悲
」
か
ら
「
非
」
へ
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

貞
享
刊
本
の
方
が
筋
と
し
て
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
分
か
り
や
す
さ
を

旨
と
し
た
改
変
で
あ
る
。

　
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
の
金
沢
図
本
『
女
今
川
』
は
、「
女
今
川
」

が
そ
の
初
発
の
段
階
に
お
い
て
そ
も
そ
も
商
品
と
し
て
生
み
出
さ
れ

た
書
物
で
は
な
く
、
写
本
と
し
て
流
布
し
て
い
た
可
能
性
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
こ
の
事
実
は
、「
女
大
学
」
の
初
発

で
あ
る
『
女
大
学
宝
箱
』
が
柏
原
屋
清
右
衛
門
に
よ
り
商
品
と
し
て
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生
み
出
さ
れ
た
書
物
で
あ
る（
（2
（

と
い
う
事
実
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か

に
そ
の
成
立
過
程
を
異
に
し
て
お
り
、
示
唆
的
で
あ
る
。

　「
女
今
川
」
成
立
は
写
本
と
し
て
の
成
立
が
先
行
し
、
隆
盛
し
つ

つ
あ
る
出
版
文
化
の
潮
流
に
乗
り
、
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
女
を
対
象
と
し
た
「
今
川
状
」
を
必
要
と
す
る
社
会
的
土
壌
が

近
世
当
該
期
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
金
沢
図

本
に
よ
り
「
女
今
川
」
の
前
期
写
本
の
具
体
的
実
相
を
窺
う
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。「
女
今
川
」
刊
本
が
出
版
さ
れ
る
以
前
の
写
本
と

し
て
の
広
が
り
、
流
布
の
程
度
の
一
端
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
お
そ

ら
く
京
都
を
中
心
と
し
た
文
化
圏
か
ら
、「
今
川
状
」
の
ヴ
ァ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
生
み
出
さ
れ
、
受
容
さ
れ
た
も
の
が
「
女

今
川
」
の
初
発
の
形
な
の
だ
ろ
う
。「
今
川
状
」
か
ら
「
女
今
川
」

が
生
み
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
様
々
な
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
を
生
み
出
し
て

い
く
多
様
化
の
営
み
こ
そ
が
近
世
の
出
版
の
特
徴
的
営
み
で
あ
る
と

筆
者
は
考
え
る
。
そ
の
後
「
女
今
川
」
は
、
更
に
多
く
の
ヴ
ァ
リ
ア

ン
ト
を
生
み
出
す
母
体
と
な
っ
て
ゆ
く
。
従
来
の
刊
本
偏
重
の
研
究

で
は
、
女
性
向
け
書
物
の
成
立
に
迫
っ
て
い
く
こ
と
は
限
界
が
あ
っ

た
。
今
後
と
も
更
な
る
写
本
の
発
掘
が
望
ま
れ
る
。

三
、「
女
今
川
」
の
改
作

　「
女
今
川
」
が
「
今
川
状
」
の
派
生
作
品
で
あ
る
よ
う
に
、「
女
今

川
」
本
文
も
改
作
さ
れ
、
新
た
な
派
生
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
。
外

題
は
同
外
題
な
が
ら
、
内
容
面
に
も
新
た
な
意
識
を
も
っ
て
書
か
れ

た
も
の
が
元
禄
板
系
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
「
女
今
川
」
で
あ
る
。
こ

の
元
禄
板
の
出
現
に
よ
り
「
女
今
川
」
は
進
化
を
遂
げ
る
。

　
元
禄
板
系
統
の
初
発
は
『
絵
入
女
今
川（
（2
（

』
で
あ
る
。
形
態
は
刊

本
、
二
巻
二
冊
（
一
二
丁
・
一
二
丁
）、
大
本
。
刊
行
は
元
禄
一
三

（
一
七
〇
〇
）
年
、
江
戸
の
書
肆
・
伊
勢
屋
清
兵
衛
、
板
木
屋
新
助

の
相
板
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
初
め
て
本
書
か
ら
挿
絵
が
付

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
女
今
川
」
も
こ
の
時
期
の
多
く
の
女
子
用
往

来
と
同
じ
く
女
筆
家
の
手
に
よ
り
書
か
れ
て
お
り
、
当
該
期
の
女
性

向
け
書
物
の
傾
向
と
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
女
筆
家
の
活
発
な

活
動
期
は
万
治
～
宝
暦
期
（
一
六
五
八
～
一
七
六
三（
（2
（

）
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
時
期
の
「
女
今
川
」
に
は
女
筆
手
本
と
し
て
の
性
格
が
後

の
も
の
よ
り
強
く
出
て
い
る
。
貞
享
板
は
用
文
章
形
式
を
採
り
、
元

禄
板
は
一
部
手
本
形
式
を
採
り
、
そ
の
女
筆
と
し
て
の
芸
術
性
に
差

は
あ
る
も
の
の
そ
の
後
主
流
と
な
る
御
家
流
の
書
体
と
比
す
れ
ば
雲

泥
の
差
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
書
筆
は
、
主
と
し
て
並
べ
書
き
だ

が
一
部
散
ら
し
書
き
を
用
い
る
と
い
っ
た
や
や
変
則
的
な
書
と
な
っ

て
い
る
。
元
禄
板
『
絵
入
女
今
川
』
の
書
筆
を
担
当
し
た
女
筆
家
の

一
人
で
あ
る
沢
田
き
ち
は
、
前
述
の
窪
田
つ
な
の
よ
う
に
美
し
い
字

で
写
す
と
い
う
役
割
を
超
え
て
「
女
今
川
」
本
文
の
改
作
も
担
当
し

て
お
り
、
ま
さ
に
元
禄
板
の
作
者
と
言
え
る
。
沢
田
き
ち
は
、
京
都
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在
で
、
元
禄
期
に
活
動
し
た
女
筆
家
で
あ
り
、
き
ち
の
手
に
な
る
書

物
と
し
て
『
女
筆
四
季
の
友（
（3
（

』、『
女
筆
浅
香
山（
（3
（

』、『
お
吉
ち
ら
し

文（
（3
（

』
な
ど
八
点
が
知
ら
れ
る（
（3
（

も
の
の
、
そ
の
生
涯
と
活
動
に
つ
い
て

は
不
明
の
点
が
多
い
。
そ
の
き
ち
の
「
女
今
川
」
執
筆
意
識
が
窺
え

る
序
文
が
【
史
料
１
】
で
あ
る
。

【
史
料
１（
（3
（

】
此
比
有
人
の
書
し
女
今
川
を
み
る
に
、
む
か
し
貞
世
朝
臣
の

し
る
し
を
か
れ
し
筆
の
す
さ
見
に
、
な
ぞ
ら
へ
て
、
ま
の
あ

た
り
い
ま
し
め
の
品
々
を
顕
せ
り
。
其
こ
と
む
べ
な
る
か
な
、

し
は
し
も
是
に
は
な
れ
て
は
、
あ
ふ
も
の
物
い
ひ
猩
々
の
能

こ
と
を
の
ぶ
る
に
お
な
じ
と
、
心
に
せ
ま
り
て
、
い
と
は
つ

か
し
く
覚
へ
侍
る
。
よ
く
あ
ぢ
は
ひ
て
、
是
に
よ
ら
は
、
き

の
ふ
の
ひ
か
め
る
を
改
、
今
日
は
す
な
ほ
な
る
道
に
趣
へ
し
。

然
る
に
、
今
ま
た
改
か
ふ
る
事
は
、
全
我
言
を
よ
し
と
す
る

に
あ
ら
ず
。
自
か
た
ま
し
き
所
を
ひ
そ
か
に
し
る
し
て
、
朝

な
夕
な
に
見
た
ら
む
は
、
聊
心
さ
し
の
直
を
あ
げ
ま
か
な
る

を
、
お
く
の
た
す
け
に
と
お
も
ふ
の
み
。
誰
へ
も
た
え
ず
心

に
か
へ
り
見
、
勤
は
夫
婦
の
道
む
つ
ま
し
く
、
縦
は
あ
め
つ

ち
の
を
だ
や
か
に
四
季
の
各
時
を
し
る
に
か
な
ひ
、
家
と
ゝ

の
ほ
り
、
身
お
さ
ま
り
、
ほ
ま
れ
は
四
方
に
み
ち
て
、
な
か

く
子
孫
に
残
る
へ
し
。

錦
の
し
と
ね
、つ
ち
く
れ
の
枕
、貴
賎
の
品
は
、異
に
し
て
つ
ゝ

し
む
所
な
ん
ぞ
こ
と
な
ら
ん
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
氏
の
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ち
自
序
　

　
　
　
　
　
　

こ
こ
に
は
「
此
比
有
人
の
書
し
女
今
川
を
み
る
」
と
あ
り
、
先
行
し

て
出
板
さ
れ
た
貞
享
刊
本
『
女
今
川
』
な
い
し
は
写
本
に
よ
り
流
布

し
て
い
る
「
女
今
川
」
等
の
浸
透
を
窺
わ
せ
る
。

き
ち
の
改
作
意
図
は
内
題
に
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の

貞
享
板
系
の「
今
川
に
な
ぞ
ら
へ
て
女
い
ま
し
め
の
條
々
」か
ら
、「
自

を
戒
む
制
詞
の
条
々
」
と
書
き
換
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
読
み
手

で
あ
る
女
性
が
自
ら
の
内
面
を
見
つ
め
、「
女
の
道
」
に
ふ
さ
わ
し

い
自
己
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
単
に
礼
儀
や
行
儀
作

法
を
守
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
心
の
内
実
を
規
制
し
、
よ
り
よ
い
女

性
た
ら
ん
と
す
る
意
識
面
へ
の
転
換
が
窺
え
る
。

で
は
、
沢
田
き
ち
の
改
変
趣
旨
を
見
て
み
よ
う
。
貞
享
板
と
の

条
目
比
較
に
よ
り
き
ち
の
目
指
す
「
い
ま
し
め
」
の
具
体
例
を
追
う
。

ま
ず
、
全
体
的
に
文
章
が
女
性
化
し
、
和
語
を
使
用
す
る
よ
う

に
な
る
。
貞
享
刊
本
で
は
「
一
、
常
の
心
ざ
し
無
嗜
に
し
て
女
の
道

不
明
事（
（3
（

」
と
い
う
と
こ
ろ
が
、「
一
、
常
の
心
さ
し
か
だ
ま
し
く
女

の
み
ち
不
明
事（
（3
（

」
と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
条
目

が
「
女
今
川
」
の
一
条
目
で
あ
る
こ
と
も
相
俟
っ
て
象
徴
的
で
あ
る
。
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貞
享
系
の
漢
文
調
を
改
め
、「
無
嗜
」
を
「
か
だ
ま
し
く
」
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
「
今
川
状
」
か
ら
の
更
な

る
乖
離
を
意
味
す
る
。

　
教
訓
内
容
と
し
て
は
、「
無
嗜
」
の
よ
う
に
身
体
の
表
面
に
出
て

く
る
行
動
を
規
制
す
る
も
の
か
ら
、「
か
だ
ま
し
く
」
の
よ
う
に
心

の
あ
り
方
を
規
制
す
る
も
の
へ
改
変
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
読
み

手
で
あ
る
女
性
が
自
ら
の
内
面
を
見
つ
め
る
と
い
う
新
た
な
視
角
を

持
ち
込
ん
だ
。

　
更
に
跋
文
に
も
「
貴
賎
の
品
は
、
異
に
し
て
つ
ゝ
し
む
所
な
ん
ぞ

こ
と
な
ら
ん
や
」
と
、
対
象
と
し
て
い
る
読
者
身
分
に
お
い
て
も
広

範
囲
化
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
貞
享
板
で
は
「
一
、
主
親
の
深
き
恩
を

忘
て
忠
孝
疎
に
な
る
事
」
で
あ
っ
た
条
目
は
、
元
禄
板
で
は
「
一
、

父
母
の
深
き
恩
を
わ
す
れ
孝
の
道
お
ろ
そ
か
に
な
る
事
」
と
改
変
さ

れ
る
。「
主
親
」「
忠
孝
」
が
「
父
母
」「
孝
」
へ
書
き
換
え
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
主
君
を
持
つ
武
家
女
性
か
ら
よ
り
広
い
対
象
へ
拡

大
を
図
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
同
様
に
、
貞
享
板
で
は
「
然

は
兼
て
よ
め
た
る
道
を
教
な
く
し
て
は
、
夫
の
心
に
背
て
一
門
の
恥

を
な
さ
ん
事
、
い
か
ば
か
り
物
う
か
る
へ
し
」
と
、
武
家
女
性
を
想

起
さ
せ
る
「
一
門
」
の
表
現
と
、
女
性
同
士
「
和
き
、
一
族
の
し
た

し
む
は
正
し
き
行
な
る
」
と
し
、
親
類
間
交
渉
を
担
う
女
性
の
立
場

―
比
較
的
高
い
身
分
の
女
性
が
想
起
さ
せ
る
設
定
―
が
示
さ
れ
た
も

の
か
ら
、
元
禄
板
の
「
朝
な
夕
な
孝
行
を
尽
し
て
、
毎
事
父
母
の
心

に
順
な
る
事
第
一
の
事
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
武
家
に
限
定
さ
れ
な

い
多
様
な
階
層
に
お
け
る
イ
エ
中
心
の
単
婚
小
家
族
像
を
対
象
と
す

る
方
向
へ
の
書
き
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
き
ち
は
、
社

会
的
背
景
と
し
て
、
イ
エ
の
内
実
の
変
化
＝
女
性
を
取
り
巻
く
社
会

変
容
に
対
応
し
た
本
文
の
改
変
を
、
出
板
を
前
提
と
し
て
行
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
こ
れ
も
「
今
川
状
」「
一
、
令

忘
却
君
父
重
恩
、猥
忠
孝
事（
（3
（

」か
ら
、一
段
と
乖
離
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
他
に
も
、
元
禄
板
で
は
、
夫
婦
の
和
合
に
重
点
が
移
動
し
、
下
僕

や
他
人
に
対
す
る
心
得
を
割
愛
す
る
、
貞
享
板
の
天
地
・
孝
行
・
五

常
・
仁
と
い
っ
た
徳
目
が
天
地
・
心
素
直
・
夫
敬
う
へ
と
変
化
す
る
、

儒
教
的
思
想
を
希
薄
化
し
、
抽
象
的
な
表
現
を
極
力
排
除
す
る
等
か

な
り
自
覚
的
な
改
変
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
「
心
さ
し
」
に
つ
い
て
は
、「
心
す
な
ほ
」「
心
か
だ
ま
し
」

と
い
う
よ
う
に
強
調
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
女
性
の
心
の
あ
り

方
で
も
っ
と
も
理
想
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
「
す
な
ほ
／
直
」
な

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
貞
享
・
元
禄
板
両
系
統
の
「
女
今
川
」
全
体
を

貫
く
思
想
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　
き
ち
の
『
絵
入
女
今
川
』
の
書
き
換
え
に
よ
り
、「
女
今
川
」
は

新
た
な
読
者
層
の
獲
得
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
き
ち
の
書
き

換
え
が
如
何
に
画
期
的
な
試
み
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後

出
板
さ
れ
た
「
女
今
川
」
諸
本
の
う
ち
、
き
ち
の
「
女
今
川
」
本

文
を
採
用
し
た
も
の
の
外
題
が
『
新
女
今
川（
（3
（

』『
新
女
今
川
姫
小
松（
（3
（

』
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な
ど
と
銘
打
た
れ
、
新
し
い
「
女
今
川
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
と
同
時
に
、
少
な
く
と
も

元
禄
十
三
（
一
七
〇
〇
）
年
の
段
階
で
、「
女
今
川
」
と
言
え
ば
貞

享
板
系
の
本
文
が
〈
普
通
の
一
般
的
な
「
女
今
川
」〉
で
あ
る
と
い

う
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
き
ち
の
『
絵
入
女
今
川
』
の
商
品
価
値
は
、
本
文

の
改
変
の
新
し
さ
に
あ
っ
た
の
か
、
女
筆
家
と
し
て
の
知
名
度
と
そ

の
習
字
手
本
と
し
て
の
完
成
度
に
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
残

さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
き
ち
は
女
筆
家
と
し
て
名
高
く
、
そ

の
た
め
元
禄
板
が
売
れ
、
定
着
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
つ
な
筆
と

い
う
点
に
価
値
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
拭
い
切

れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
元
禄
板
を
引
き
継
ぐ
「
新
女
今
川
」
も
の
の

諸
本
の
書
筆
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
し
た
。

一
つ
は
、『
絵
入
女
今
川
』
の
挿
絵
丁
を
省
き
、
二
冊
の
形
態
か
ら

一
冊
全
へ
と
変
更
し
、
板
木
は
そ
の
ま
ま
使
用
（
板
権
の
移
動
、
乃

至
は
か
ぶ
せ
彫
り
か
と
推
定
さ
れ
る
）
し
、
板
行
し
た
刊
年
・
書
肆

共
に
不
記
の
『
新
女
今
川
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
き
ち
筆
で
あ
り
、

元
禄
板
の
純
粋
な
後
継
本
と
言
え
る
。
も
う
一
つ
は
、『
新
女
今
川

姫
小
松
』、『
新
女
今
川
姫
鑑
』
で
あ
る
。『
新
女
今
川
姫
小
松
』
は
、

正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
に
江
戸
書
肆
・
西
村
伝
兵
衛
に
よ
り
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
、
つ
な
筆
の
散
ら
し
書
き
形
態
と
は
大
き
く
異
な
る

定
型
化
し
た
並
べ
書
き
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
に
同
板
木

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
同
外
題
の
書
が
少
な
く
と
も
他
に
三
種
確
認
さ

れ
、
盛
行
し
た
。
が
、
い
ず
れ
も
並
べ
書
き
で
あ
り
、
二
巻
二
冊
の

形
態
を
採
る
か
、
一
巻
全
と
し
て
い
る
か
、
程
度
の
違
い
し
か
な
い
。

そ
れ
よ
り
後
年
に
出
版
さ
れ
た
『
新
女
今
川
姫
鑑
』
は
、
明
和
八

（
一
七
七
一
）
年
、
江
戸
書
肆
・
山
崎
金
兵
衛
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
元
禄
板
「
女
今
川
」
と
同
文
で
あ
り
な
が
ら
、
書
筆
は
全

く
異
な
る
。
な
お
、
本
書
の
本
文
部
分
は
、
板
木
は
異
な
る
が
構
成

は
『
新
女
今
川
姫
小
松
』
と
同
一
で
あ
る
。
本
書
に
は
そ
れ
以
外
に

も
多
く
の
付
載
記
事
が
あ
り
、
最
早
元
禄
板
本
文
の
新
鮮
さ
だ
け
で

は
出
版
競
争
の
中
で
勝
ち
抜
い
て
い
け
ず
、
他
書
肆
出
版
の
「
女
今

川
」
と
の
差
異
化
を
図
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。
つ
ま
り
、「
新
女
今
川
」
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ

の
「
新
」
と
は
、
や
は
り
文
面
の
新
し
さ
に
即
し
て
名
付
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
習
字
手
本
と
し
て
の
つ
な
の
女
筆
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
つ
な
の
『
絵
入
女
今
川
』
の
成
功

の
比
重
が
ど
ち
ら
に
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
ま
た
、
型
式
も
元
禄
板
か
ら
大
き
く
変
化
し
た
。
貞
享
板
・
元
禄

板
共
に
女
筆
手
本
型
式
で
あ
り
、
本
文
以
外
の
記
事
は
短
い
序
跋

文
の
み
と
い
う
比
較
的
簡
潔
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
元
禄
板

（
一
七
〇
〇
年
）
は
、
挿
絵
を
八
葉
つ
け
て
い
る
。
こ
の
挿
絵
は
菱

川
師
宣
画
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
の
よ
う
に
「
女
今
川
」

に
は
著
名
絵
師
・
画
工
の
手
に
よ
る
挿
絵
が
比
較
的
多
く
、
挿
絵
が
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「
女
今
川
」
商
品
価
値
の
大
き
な
部
分
を
占
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
の
「
女
今
川
」
は
、
前
述
の
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
『
新

女
今
川
姫
小
松
』
に
よ
り
型
式
が
変
化
し
、
頭
書
が
付
く
。
こ
れ
は

同
年
に
他
書
肆
か
ら
五
種
以
上
の
重
板
・
類
板
本
が
出
さ
れ
る
ほ
ど

盛
行
し
た
。
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
に
は
挿
絵
・
前
付
・
頭
書
・

後
付
の
揃
う
大
部
な
付
載
記
事
を
有
す
る
『
女
大
学
宝
箱
』
が
出
版

さ
れ
た
。
こ
の
『
女
大
学
宝
箱
』
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
如
何
程
受
け
た

か
は
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、こ
の
後
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
刊
、

江
戸
・
伊
勢
屋
清
兵
衛
板
『
女
今
川
ち
と
せ
の
鶴（
（4
（

』
以
降
多
く
の
「
女

今
川
」
の
付
載
記
事
が
増
量
す
る
。
こ
こ
に
前
付
・
頭
書
・
後
付
と

い
う
付
載
記
事
を
有
す
、
所
謂
「
女
子
用
往
来
」
と
し
て
想
起
さ
れ

る
ス
タ
イ
ル
が
定
型
化
す
る
の
で
あ
る
。「
女
今
川
」「
女
大
学
」
の

事
例
か
ら
、
こ
の
型
式
の
変
化
は
享
保
期
が
画
期
と
言
え
る
。

四
、「
女
今
川
」
の
広
が
り

　
近
世
を
通
じ
「
女
今
川
」
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
貞
享
板
系
・

元
禄
板
系
の
本
文
が
両
系
統
併
存
状
態
で
そ
の
後
も
出
版
さ
れ
続
け

る
が
、「
女
今
川
」
の
本
文
に
は
、
次
第
に
貞
享
板
・
元
禄
板
の
任

意
の
箇
所
を
混
交
さ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
が
出
現
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
は
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
彩
で
あ
る

た
め
、
本
文
か
ら
一
定
の
傾
向
を
導
き
出
し
に
く
い
。
更
に
多
く
の

場
合
は
既
に
「
女
今
川
」
が
女
子
用
往
来
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
と
な
り
、

改
め
て
本
書
の
ア
ピ
ー
ル
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ

た
時
期
以
降
の
出
板
の
た
め
序
跋
文
を
有
さ
ず
、
出
板
意
識
を
書
物

そ
の
も
の
か
ら
読
み
取
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
本
文
を
作
る
こ
と
の
意
義
は
、時
代
に
合
わ
せ
た
改
編
、

そ
の
書
肆
の
特
徴
を
出
す
た
め
の
改
編
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
に
は
、
習
字
手
本
と
し
て
の
基
本
的
な
役
割
に

加
え
、「
見
て
楽
し
む
」
こ
と
を
売
り
に
し
た
『
絵
本
女
今
川（
（4
（

』
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
葛
飾
北
斎
画
の
全
一
四
葉
の
、
挿
絵

レ
ヴ
ェ
ル
と
は
到
底
言
え
な
い
程
の
美
し
い
絵
が
付
さ
れ
た
「
女
今

川
」
で
あ
る
。
書
肆
は
名
古
屋
・
永
楽
屋
東
四
郎
ほ
か
三
都
一
二
書

肆
。
刊
行
年
は
不
記
な
が
ら
恐
ら
く
弘
化
年
間
（
一
八
四
四
年
～
）

以
降
か
と
推
測
さ
れ
る
。
判
型
は
半
紙
本
、
全
二
九
丁
。
内
題
は
、

「
今
川
に
な
ぞ
ら
へ
て
女
子
を
い
ま
し
む
る
制
詞
の
條
々
」
で
あ
り
、

こ
れ
は
貞
享
板
に
近
い
趣
意
な
が
ら
も
異
文
で
あ
る
。
本
書
は
「
女

子
」を
い
ま
し
め
る
と
あ
る
よ
う
に
、そ
の
対
象
が
貞
享
板
系
の「
女
」

よ
り
、低
年
齢
の
「
女
子
」
を
対
象
と
し
て
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

こ
れ
は
絵
本
と
い
う
性
格
上
、
読
者
層
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
年
齢

に
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
史
料
が
半
紙
本
の
体
を

採
る
の
も
同
様
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
文
も
内
題
と
同
様
に
、
貞
享
板
本
文
に
拘
る
こ
と
な
く
両
系
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統
を
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
更
に
本
書
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
条
文
さ
え
出

現
し
て
い
る
（
と
は
い
え
多
少
の
異
同
に
留
ま
る
）。
後
文
は
、
貞

享
板
系
と
元
禄
板
系
双
方
か
ら
抜
き
出
し
、
順
序
を
入
れ
替
え
作
成

さ
れ
て
い
る
が
、
前
半
部
は
主
と
し
て
元
禄
板
系
か
ら
採
ら
れ
、
後

半
部
は
貞
享
板
系
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。

　
内
容
面
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
行
い
や
心
ざ
し
を
「
正
し
く
」
あ

る
べ
き
と
説
く
貞
享
・
元
禄
板
の
文
言
に
替
え
て
、「
直
」
―
す
な

お
―
の
徳
目
を
置
き
、強
調
し
て
い
る
。
具
体
例
を
一
つ
挙
げ
れ
ば
、

自
ら
の
心
の
善
悪
を
知
ろ
う
と
す
る
時
に
は
、
友
人
親
類
縁
者
な
ど

を
家
に
招
き
、
そ
の
友
人
ら
の
反
応
如
何
に
よ
り
判
断
す
べ
し
、
と

の
一
文
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
貞
享
板
で
は
「
招
共
う
と
み
を
と

つ
れ
な
き
時
は
、我
行
正
し
か
ら
す
と
し
る
へ
し（
傍
線
部
引
用
者（
（4
（

）」

と
い
う
と
こ
ろ
を
、
こ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
場
合
は
、「
又
招
く

と
も
疎
み
て
来
ら
ざ
る
時
は
、
わ
が
行
ひ
の
直
な
ら
ざ
る
と
し
る
べ

し
（
傍
線
部
引
用
者（
（4
（

）」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
単
語
を
一
つ

置
き
換
え
る
だ
け
で
も
（
む
し
ろ
一
つ
の
単
語
の
置
き
換
え
の
よ
う

に
極
力
本
文
の
原
型
を
崩
さ
な
い
形
で
の
書
き
替
え
を
せ
ね
ば
「
女

今
川
」
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
う
た
め
、
こ
の
よ
う
な
形
を
取
ら
ざ
る

を
得
な
い
）、
教
訓
の
意
味
合
い
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。
更
に

新
規
の
文
言
も
見
受
け
ら
れ
、
こ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
「
女
今
川
」

の
持
つ
教
訓
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
様
さ
も
考
慮
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
性
格
を
一
括
し
て
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
「
女
今
川
」
は
、
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
広
範
囲

化
し
た
読
み
手
に
合
わ
せ
て
多
様
な
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
を
生
み
出
す
、

い
わ
ば
進
化
す
る
書
物
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
実
際
、「
女
今
川
」

に
は
多
く
の
諸
本
が
存
在
す
る
た
め
、
出
板
時
期
・
地
域
・
型
式
・

商
品
価
値
の
持
た
せ
方
等
も
実
に
多
彩
で
あ
る
。
右
の
『
絵
本
女
今

川
』
の
如
き
は
書
肆
の
販
売
戦
略
の
一
例
に
過
ぎ
ず
、
書
肆
は
巷
間

に
多
く
あ
ふ
れ
て
い
る
「
女
今
川
」
を
販
売
す
る
た
め
に
は
、
本
屋

仲
間
内
の
株
に
触
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
も
特
色
を
出
す
必
要
性

が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
本
文
が
ほ
ぼ
同
じ
な
が
ら
各
々
の
特
色
を

出
す
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
従
来
の
研
究
史
で
は
、
刊
本
の
み
を
扱
っ
て
論
じ
て
い
た
た
め
、

「
女
今
川
」の
成
立
に
関
す
る
考
察
の
視
点
が
欠
け
て
い
た
。し
か
し
、

貞
享
二
年
の
金
沢
図
本
に
よ
り
、「
女
今
川
」
が
近
世
に
お
い
て
書

物
と
し
て
商
品
化
さ
れ
る
過
程
へ
の
考
察
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、「
女
今
川
」
の
二
大
系
統
で
あ
る
貞
享
板
と
元
禄
板
の
詳

細
な
比
較
検
討
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
は
貞
享
板
を
前
提
と
し
、
そ

の
改
変
を
行
っ
た
沢
田
き
ち
の
改
変
意
図
を
分
析
し
た
。
沢
田
き
ち

は
、
女
性
の
立
場
に
立
ち
、
近
世
的
「
イ
エ
」
を
守
る
女
性
と
し
て

の
心
得
を
主
と
し
た
も
の
へ
と
書
き
替
え
を
行
い
、
商
品
性
の
高
い
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書
物
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
は
、「
女
大
学
」
に
見

ら
れ
る
同
趣
旨
の
書
き
替
え
に
先
行
す
る
こ
と
、
お
よ
そ
一
六
年
の

こ
と
で
あ
る
。

　
他
の
史
料
群
と
の
比
較
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は

近
世
の
女
性
作
者
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
書
物
の
書
き
替
え
作
業
は
、

画
期
的
な
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
従
っ
て
、「
女
今
川
」
の
「
教

訓
内
容
が
変
化
し
な
い
」
と
す
る
石
川
氏
の
指
摘
に
首
肯
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
き
ち
の
「
女
今
川
」
は
、
女
性
の
自
学
・

自
省
す
る
力
を
前
提
と
し
た
女
性
主
体
の
教
訓
を
押
し
出
し
て
い

る
。後
期
刊
本
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
事
例
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
女
今
川
」
は
少
な
い
変
化
な
が
ら
も
多
様
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
も
つ
史
料
群
な
の
で
あ
る
。
変
化
が
比
較
的
少
な
い
要
因
は
、「
女

今
川
」
が
「
今
川
状
」
の
権
威
の
上
に
成
立
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、

そ
の
制
約
上
、
自
由
な
本
文
改
編
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

そ
の
意
味
で
も
「
女
今
川
」
史
料
群
は
、
近
世
社
会
に
お
い
て
可
能

な
限
り
保
存
さ
れ
続
け
た
、
い
わ
ば
限
り
な
く
普
遍
性
の
高
い
女
性

向
け
書
物
の
代
表
例
と
言
え
る
。本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

貞
享
年
間
～
明
治
初
年
の
約
二
〇
〇
年
間
に
わ
た
り
出
板
さ
れ
続
け

た
「
女
今
川
」
は
、
書
物
と
い
う
媒
体
に
限
ら
ず
歌
舞
伎（
（4
（

や
浮
世
絵（
（4
（

な
ど
他
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
筆
者
は
「
女
今

川
」
世
界
の
広
が
り
を
分
析
す
る
こ
と
が
、
近
世
的
学
び
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
る
糸
口
に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　
先
に
「
女
今
川
」
の
先
行
研
究
と
し
て
石
川
松
太
郎
氏
の
研
究
を

挙
げ
た
が
、
そ
の
類
型
化
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
本
文
内
容
に
よ
る
分

類
の
再
検
討
か
ら
は
、
歴
史
学
的
視
点
は
持
ち
に
く
い
。
そ
こ
で
、

試
み
に
本
稿
の
成
果
を
踏
ま
え
て
新
た
な
類
型
を
考
え
れ
ば
、
①
初

期
写
本
の
段
階
、
②
初
期
刊
本
の
段
階
、
③
前
期
刊
本
の
段
階
、
④

後
期
刊
本
の
段
階
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
①
は
、「
女
今
川
」
の
成

立
過
程
を
窺
い
う
る
金
沢
図
本
の
よ
う
な
写
本
の
存
在
に
よ
り
今
後

考
察
の
深
め
ら
れ
る
べ
き
分
野
で
あ
る
。
②
初
期
刊
本
は
、
貞
享
刊

本
及
び
元
禄
刊
本
の
よ
う
な
「
女
今
川
」
揺
籃
期
の
作
品
を
指
す
。

③
前
期
刊
本
の
段
階
に
至
る
と
、「
女
今
川
」
本
文
は
ほ
ぼ
定
着
し
、

付
載
記
事
が
付
き
型
式
が
整
い
だ
す
（
正
徳
四
〔
一
七
一
四
〕
年
以

降
）。
④
後
期
刊
本
は
、「
女
今
川
」
の
確
立
期
と
考
え
ら
れ
る
享
保

一
〇（
一
七
二
五
）年
以
降
夥
し
く
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、従
来
の「
女

今
川
」
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、
そ
こ
か
ら
の
派
生
作
品
―

対
象
を
芸
妓
に
置
き
換
え
た
『
芸
妓
女
今
川
』
の
よ
う
な
―
ま
で
も

含
む
広
い
「
女
今
川
」
を
想
定
す
る
。
④
に
つ
い
て
は
、
大
量
の
史

料
群
と
な
る
た
め
更
に
本
文
系
統
・
書
肆
別
・
題
簽
別
と
い
っ
た
分

析
視
角
が
必
要
と
な
る
。

　
更
に
、
写
本
「
女
今
川
」
は
そ
の
大
半
が
未
検
討
で
あ
り
、
原
本

の
所
在
把
握
す
ら
困
難
で
あ
る
。
と
は
い
え
、近
世
中
期
の
写
本『
女

今
川（
（4
（

』
の
よ
う
に
貞
享
・
元
禄
系
本
文
と
は
全
く
異
文
の
本
文
を
持

つ
固
有
の
「
女
今
川
」
の
存
在
も
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
ア



－  135  －

史
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レ
ン
ジ
は
近
世
を
通
じ
広
く
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
固
有
の
写

本
と
い
う
書
物
の
使
わ
れ
方
（
読
ま
れ
方
・
書
か
れ
方
）
が
刊
本
世

界
の
広
が
り
と
共
に
、
影
響
を
受
け
存
在
し
た
可
能
性
も
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
後
期
写
本
の
検
討
は
、
魅
力
的
な
今
後
の

課
題
で
あ
る
。
そ
の
点
も
網
羅
し
つ
つ
、
地
域
的
な
視
点
を
含
め
た

包
括
的
な
元
禄
期
以
降
の
「
女
今
川
」
の
系
統
分
析
・
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

翻
刻

（
凡
例
）

一
、
底
本
は
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
所
蔵
、『
女
今
川
』
で
あ
る
。

一
、
適
宜
改
行
を
行
っ
た
。

一
、
句
読
点
を
適
宜
補
っ
た
。

今
川
に
な
そ
ら
へ
て
女
い
ま
し
め
の
條
々

〔
貼
紙
〕
尾
坂
下
松
平
殿
家
臣
福
田
平
左
衛
門
筆
跡
　

一
、
常
の
心
さ
し
無
嗜
に
し
て
女
の
道
不
明
事

一
、
若
き
女
無
益
の
宮
寺
へ
参
た
の
し
む
事

一
、
小
事
を
も
愚
に
し
て
考
な
く
誹
謗
す
る
事

一
、
大
事
を
も
弁
な
く
我
心
打
解
人
に
語
る
事

一
、
主
親
の
深
き
恩
を
忘
忠
孝
疎
に
な
る
事

一
、
夫
を
か
ろ
し
め
驕
に
長
し
天
道
を
不
恐
事

一
、
道
に
背
て
栄
る
者
を
う
ら
や
み
ね
か
ふ
事

一
、
正
直
に
し
て
衰
へ
た
る
も
の
を
か
ろ
し
む
事

一
、
あ
そ
ひ
に
長
し
或
は
座
頭
或
見
物
す
き
好
事

一
、
短
慮
に
し
て
し
つ
と
心
深
く
人
に
嘲
を
不
正
事

一
、
女
の
猿
利
根
に
迷
万
事
に
つ
き
人
を
そ
し
る
事

一
、
人
の
中
言
を
企
て
愁
を
以
身
を
た
の
し
む
事

一
、
道
具
衣
裳
己
暉
麗
に
し
て
召
仕
見
苦
事

一
、
貴
も
賤
も
世
の
は
か
な
き
事
を
不
辯
気
随
を
好
事

一
、
人
の
悲
を
見
る
を
以
我
知
有
と
お
も
ふ
事

一
、
出
家
沙
門
を
貴
む
と
言
共
側
近
く
な
る
事

一
、
我
か
分
際
を
不
知
或
驕
あ
る
ひ
は
不
足
の
事

一
、
下
人
の
善
悪
を
不
弁
召
つ
か
ひ
様
不
正
事

一
、
舅
姑
に
麁
抹
に
し
て
人
の
謗
り
を
得
る
事

一
、
継
子
に
疎
に
し
て
他
人
の
嘲
を
恥
さ
る
事

一
、
男
た
る
に
は
縦
親
類
縁
者
と
言
共
し
た
し
み
過
事

一
、
我
に
勝
れ
る
を
嫌
己
に
随
も
の
を
愛
す
る
事

一
、
人
来
る
時
は
其
客
に
對
し
い
か
り
を
移
し
無
礼
事

右
此
條
々
常
に
女
の
道
静
猥
か
は
し
く
な
く
嗜
事
は
不
珎
と
言
へ
共
、
猶

以
慎
へ
き
事
也
。
先
家
を
ま
も
る
へ
き
に
は
、
第
一
慈
悲
深
く
正
舗
心
か

く
へ
し
。
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夫
天
は
陽
に
し
て
強
く
、
地
は
陰
に
し
て
和
か
也
。
然
る
に
、
陰
は
陽
に

随
事
天
地
自
然
の
道
理
な
る
故
に
、
夫
婦
の
道
天
地
に
た
と
ひ
た
れ
は
、

夫
を
天
の
こ
と
く
敬
ひ
慎
む
へ
し
。
地
は
天
の
恵
を
受
て
萬
物
を
生
る
に

よ
り
、
夫
を
貴
む
は
、
是
皆
女
の
孝
行
の
道
也
。

仁
義
礼
智
信
の
五
常
有
も
人
の
行
へ
き
道
な
れ
と
も
、
取
分
ま
も
る
へ
き

は
、
仁
の
道
也
。
去
は
、
幼
き
よ
り
や
さ
し
き
友
に
交
り
、
假
初
に
も
猥

か
は
し
き
友
に
は
近
よ
る
へ
か
ら
す
。

水
は
方
円
の
器
物
に
随
、
人
は
善
悪
の
友
に
よ
る
と
言
事
寔
な
る
か
な
。

此
故
に
家
を
能
た
も
つ
女
は
、
正
し
き
事
を
好
、
家
を
猥
に
す
る
女
は
、

悪
な
ら
す
あ
や
し
き
事
を
好
よ
し
、
人
々
申
傳
る
也
。

日
比
心
に
懸
、
悪
き
を
恥
、
善
に
す
ゝ
む
ハ
身
を
治
る
心
さ
し
也
。
女
は

家
の
内
を
守
事
な
れ
は
其
身
の
行
儀
作
法
た
ゝ
し
く
家
内
の
人
を
能
し

て
、
和
き
一
族
の
親
し
む
は
、
正
し
き
行
な
る
に
我
身
の
行
い
邪
に
し
て

召
仕
の
者
を
責
る
は
僻
事
成
へ
し
。

人
は
五
常
の
理
を
う
け
て
生
れ
た
り
と
言
へ
と
も
、
或
は
善
と
な
り
悪
人

と
成
て
か
は
る
事
、
幼
少
よ
り
の
習
に
よ
る
へ
し
。
殊
に
男
子
に
ハ
師
を

と
り
学
問
を
勤
さ
せ
身
を
治
道
を
習
し
む
る
も
有
と
、
女
子
に
は
教
る
人

稀
也
。
女
子
は
、
い
く
ほ
と
な
く
て
他
の
家
に
ゆ
き
、
夫
に
随
ひ
、
舅
姑

に
つ
か
ふ
ま
つ
る
へ
き
事
な
れ
は
、
親
の
本
に
止
る
ハ
暫
の
内
也
。
然
は

兼
て
よ
め
た
る
道
を
教
な
く
し
て
は
、
夫
の
心
に
背
き
一
門
の
恥
を
な
ら

む
事
、
い
か
は
か
り
物
う
か
る
へ
し
。
況
や
家
を
治
る
に
は
朝
夕
の
た
し

な
み
厚
く
言
葉
す
く
な
く
、
正
し
け
れ
は
縦
ま
つ
し
き
と
言
と
も
嘲
な
し
。

猥
に
は
し
け
な
く
つ
た
な
け
れ
は
、
留
る
と
言
と
も
、
心
は
人
に
は
疎
れ

恥
し
め
ら
ゝ
る
へ
し
。
惣
而
人
の
善
悪
を
知
り
給
ふ
へ
き
に
は
、
其
人
の

愛
す
る
友
を
見
て
し
る
へ
し
。
我
に
を
と
れ
る
友
を
不
好
は
貞
女
の
心
さ

し
也
。
た
ゝ
し
、
か
く
言
へ
は
と
て
、
人
を
撰
み
捨
へ
か
ら
す
。
是
は
あ

し
き
友
を
近
つ
く
る
事
な
か
れ
と
言
事
な
り
。

貴
き
賤
き
に
不
限
、
衆
人
愛
敬
な
く
し
て
ハ
、
よ
ろ
つ
調
か
た
く
、
我
心

の
善
悪
を
た
め
し
し
ら
ん
と
お
も
ハ
ゝ
、
諸
人
出
入
有
時
は
、
善
と
お
も

ふ
べ
し
。
ま
た
、
招
共
う
と
み
を
と
つ
れ
な
き
時
は
、
我
行
正
し
か
ら
す

と
し
る
へ
し
。
只
う
き
世
の
な
か
に
す
む
者
、
濁
る
も
、
こ
ゝ
ろ
の
渕
の

水
の
流
れ
に
こ
そ
と
お
も
ひ
め
く
ら
す
へ
し
。

あ
ま
た
人
を
め
し
つ
か
ふ
事
、
大
か
た
日
月
の
草
木
国
土
を
照
し
た
ま
ふ

の
こ
と
く
に
、
昼
夜
に
慈
悲
の
こ
ゝ
ろ
を
め
く
ら
し
、
其
人
々
に
し
た
か

ひ
召
つ
か
ふ
へ
し
。
少
の
心
に
油
断
を
し
て
給
は
、
世
間
の
嘲
を
う
く
る

事
、
ま
こ
と
に
偏
に
口
お
し
か
る
へ
き
し
た
い
也
。
能
々
慎
た
ま
ふ
へ
し
。

誡
か
く
の
こ
と
し
。
穴
賢
。

貞
享
二
年
正
月
日

菖
寿
亜
槐
三
十
世
入
木
道
相
承
源
成
章
花
押

行
年
七
十
一
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　
　
　
　
印
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史
苑
（
第
七
三
巻
第
一
号
）

註（1
）
若
尾
政
希
「
書
物
・
出
版
と
日
本
の
社
会
変
容
」（『
歴
史
評
論
』

七
一
〇
、二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
2
）
勝
又
基
「『
比
売
鑑
』
の
写
本
と
刊
本
」（『
近
世
文
芸
』

七
〇
、一
九
九
〇
年
）。

（
3
）
藪
田
貫
「『
女
大
学
』
の
な
か
の
「
中
国
」」（
趙
景
達
・
須
田
努
編
『
比

較
史
的
に
み
た
近
世
日
本
』、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。

（
4
）小
泉
吉
永「『
女
大
学
』と
柏
原
屋
清
右
衛
門
」（『
江
戸
期
お
ん
な
考
』

五
、一
九
九
四
年
）。

（
5
）
石
川
松
太
郎
『
日
本
教
科
書
大
系
』
一
五
（
講
談
社
、
一
九
七
三

年
）、横
田
冬
彦
「「
女
大
学
」
再
考
」（『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
日
本
史
』
下
、

東
京
大
学
出
版
会
、一
九
九
五
年
）、中
野
節
子
『
考
え
る
女
た
ち
』（
大

空
社
、
一
九
九
七
年
）。

（
6
）
小
泉
吉
永
編
『
女
子
用
往
来
刊
本
総
目
録
』（
大
空
社
、
一
九
九
六

年
）、『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
全
一
一
二
冊
（
大
空
社
、
一
九
九
四

～
二
〇
〇
〇
年
）、『
江
戸
時
代
女
性
生
活
絵
図
大
事
典
』
全
一
〇
巻

（
大
空
社
、
一
九
九
三
～
九
四
年
）
な
ど
。

（
7
）
石
川
松
太
郎
監
修
・
小
泉
吉
永
編
著
、『
往
来
物
解
題
辞
典
　
解
題

編
』（
大
空
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
8
）
前
掲
『
女
子
用
往
来
刊
本
総
目
録
』
を
参
考
に
数
え
た
。

（
9
）
同
右
。

（
10
）
前
掲
『
日
本
教
科
書
大
系
』
一
五
、
石
川
謙
『
女
子
用
往
来
物
分

類
目
録
　
江
戸
時
代
に
お
け
る
女
子
用
初
等
教
科
書
の
発
達
』（
大
日

本
雄
弁
会
、
講
談
社
、
一
九
四
六
年
）。

（
11
）
前
掲
『
日
本
教
科
書
大
系
』
一
五
、二
〇
・
二
一
頁
。

（
12
）
筆
者
の
整
理
に
よ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
石
川
松
太
郎
『
往
来
物
の
成

立
と
展
開
』（
雄
松
堂
出
版
、一
九
八
八
年
）、一
九
二
頁
。
及
び
同
『
日

本
教
科
書
大
系
』
一
五
（
講
談
社
、
一
九
七
三
年
）、
二
〇
・
二
一
頁
、

小
泉
吉
永
『
往
来
物
解
題
辞
典
』（
大
空
社
、二
〇
〇
一
年
）
を
基
に
、

現
在
は
最
古
の
板
を
貞
享
四
年
板
、
元
禄
板
と
の
二
派
に
大
別
さ
れ

る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
刊
本
の
確
認
は
、
小
泉
吉
永
『
女

子
用
往
来
刊
本
総
目
録
』（
大
空
社
、
一
九
九
六
年
）
に
依
っ
た
。

（
13
）
本
文
に
つ
い
て
は
、
石
川
松
太
郎
監
修
『
稀
覯
往
来
物
集
成
』

一
三
（
大
空
社
、
一
九
九
七
年
）。

（
14
）
前
掲
『
日
本
教
科
書
大
系
』
一
五
、二
〇
・
二
一
頁
。

（
15
）『
女
用
躾
今
川
』（
享
保
一
三
年
、
寺
田
与
右
衛
門
作
・
板
、
謙
堂

文
庫
所
蔵
）。

（
16
）『
芸
妓
女
今
川
』（
浅
野
米
次
郎
作
、
明
治
一
五
年
、
太
田
活
版
所
、

都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）。

（
17
）
前
掲
『
日
本
教
科
書
大
系
』
一
五
、二
〇
・
二
一
頁
。

（
18
）『
女
今
川
』
請
求
番
号728.8-20

、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
所
蔵
。

（
19
）
寛
永
四
（
一
六
二
七
）
年
侍
帳
、
森
田
平
次
（
柿
園
）
写
本
（
森

田
文
庫K

280/4

）、
石
川
県
県
立
図
書
館
貴
重
資
料
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（http://w
w
w
.library.pref.ishikaw

a.jp/toshokan/dglib/sam
u-

rai/doc/kanei4/kanei4page15.htm

）
最
終
閲
覧
日
平
成
二
四
年
二

月
一
七
日
。

（
20
）『
女
今
川
』（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
、
請
求
番
号017-

と625-2-
1

）。

（
21
）
福
森
平
左
衛
門
の
地
域
性
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
未
解
明
だ

が
、「
京
都
カ
」
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
、
小
泉
吉
永
『
往
来
物
解
題

辞
典
』〔
大
空
社
、
二
〇
〇
一
年
〕）。

（
22
）
小
泉
吉
永
「
女
筆
の
時
代
と
女
性
た
ち
」（『
民
衆
史
研
究
』

七
九
、二
〇
一
〇
年
）。

（
23
）
前
掲
『
女
今
川
』
東
博
本
、
一
三
丁
。
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「
女
今
川
」
成
立
考 

― 

女
子
用
往
来
の
写
本
と
刊
本 

―
（
安
田
）

（
24
）
ま
た
、
刊
年
不
記
な
が
ら
福
森
屋
と
菊
屋
七
郎
兵
衛
相
板
の
『
女

今
川
』
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
福
森
屋
に
つ
い
て
は
、『
近
世
書
林
板

元
総
覧
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
一
年
）、
五
一
二
頁
。

（
25
）
前
掲
『
女
子
用
往
来
刊
本
総
目
録
』
一
九
頁
、『
女
今
川
艶
紅
梅
』「
女

用
書
物
蔵
版
品
目
」（
菊
屋
七
郎
兵
衛
板
、
宝
暦
一
三
年
、
筆
者
架
蔵
）

参
照
。

（
26
）
前
掲
『
女
今
川
』
東
博
本
、
六
丁
ウ
。

（
27
）「
女
大
学
」
は
柏
原
屋
清
右
衛
門
に
よ
り
、
そ
の
初
発
か
ら
商
品

と
し
て
制
作
さ
れ
た
（
小
泉
吉
永
「『
女
大
学
』
と
柏
原
屋
清
右
衛
門
」

〔『
江
戸
期
お
ん
な
考
』
五
、一
九
九
四
年
〕）。

（
28
）『
絵
入
女
今
川
』（
石
川
松
太
郎
監
修
『
稀
覯
往
来
物
集
成
』
一
三
、

大
空
社
、
一
九
九
七
年
）。

（
29
）
小
泉
吉
永
「
女
筆
の
時
代
と
女
性
た
ち
」（『
民
衆
史
研
究
』

七
九
、二
〇
一
〇
年
）。

（
30
）『
女
筆
四
季
の
友
』、
二
冊
（『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』）。

（
31
）『
女
筆
浅
香
山
』（『
新
撰
　
書
籍
目
録
』）。

（
32
）『
お
吉
ち
ら
し
文
』、
大
本
一
冊
（
早
稲
田
大
学
所
蔵
、
請
求
番
号

チ0600481

）。

（
33
）
小
泉
吉
永
報
告
「
女
流
書
家
と
し
て
の
居
初
津
奈
」（『
奈
良
絵
本
・

絵
巻
国
際
会
議
　
神
奈
川
大
会
』
於
慶
応
大
学
、
二
〇
一
二
年
八
月

一
九
日
）。

（
34
）
前
掲
『
絵
入
女
今
川
』
三
九
三
～
三
九
八
頁
。

（
35
）
前
掲
『
女
今
川
』
東
博
本
、
一
丁
ウ
～
二
丁
オ
。

（
36
）
前
掲
『
絵
入
女
今
川
』
四
〇
一
頁
。

（
37
）『
今
川
状
』(

石
川
松
太
郎
監
修
『
往
来
物
大
系
』
三
四
、
大
空
社
、

一
九
九
三
年)

。

（
38
）『
新
女
今
川
』（
刊
年
・
書
肆
不
明
、
香
川
大
学
所
蔵
）。

（
39
）『
新
女
今
川
姫
小
松
』（
正
徳
四
年
、
西
村
伝
兵
衛
板
、
東
京
学
芸

大
学
所
蔵
）。

（
40
）『
女
今
川
ち
と
せ
の
鶴
』（
享
保
一
〇
〔
一
七
二
五
〕
年
、
伊
勢
屋

清
兵
衛
板
、
玉
川
学
園
大
学
所
蔵
）。

（
41
）『
絵
本
女
今
川
』（
刊
年
不
記
、
永
楽
屋
東
四
郎
ほ
か
、
玉
川
学
園

大
学
所
蔵
）。

（
42
）
前
掲
『
女
今
川
』
東
博
本
、
九
丁
ウ
～
十
丁
オ
。

（
43
）
前
掲
『
絵
本
女
今
川
』
二
三
丁
ウ
～
二
四
丁
オ
。

（
44
）「
女
今
川
制
詞
条
々
」（
松
永
六
右
衛
門
・
篠
塚
次
郎
左
衛
門
、
正

徳
二
〔
一
七
一
二
〕
年
初
演
）、「
泰
平
女
今
川
」（
正
徳
三
年
初
演
＝

伊
達
騒
動
も
の
歌
舞
伎
の
嚆
矢
）
な
ど
。

（
45
）「
児
女
宝
訓
女
今
川
」（
鳥
居
清
長
、
天
明
三
〔
一
七
八
四
〕
年
、

中
判
錦
絵
、
板
元
・
伊
勢
屋
治
助
）、「
風
流
女
今
川
」（
礫
川
亭
永
理
、

寛
政
一
〇
〔
一
七
九
八
〕
年
、
大
判
錦
絵
、
板
元
・
丸
屋
文
右
衛
門
）

な
ど
。

（
46
）
小
泉
吉
永
氏
所
蔵
。

（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）


